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　目的
．
：卵 巣癌 と子宮内膜症と の 関連 に つ い て 病理

l！瞬哉学 的に 検討する事を 1：「的 と した．
．
方 法ll979年か ら 1995年 に 当科で 初同 丁・術を 行 一

っ

た卵巣癒 ］26症 例 を対象 と して，卵巣 チ宮 内膜症

の 有無 に つ い て 病 理 組織学 的 に 検 討 した、ま た ，

内膜症 か ら瓶へ 移彳コ
』
して い る 部 分 の 組織所 見 に 着

Llして 発癌との 関連 を検 討 し た，観 察 した 紐織 切

片の 枚数 は 4〜51枚，平均 14．7枚で あ っ た．

、成績 ，卵巣 に r一宮内膜 症を偲 め たもの は 明細 胞腺

？tlsl，43｛“Tf匚卜「3i｛列　（72．　i％ ）．　類 1勾目庭月泉痢17｛舛 lll4t 夕iJ

（57．　L％ ）　，　努乏毒女
「
匡L月泉躯ド159｛タiJ　L十13 イ歹1∫　（5．　％ ）　，　半IIE

液性 腺癌 17例 1｝
．
TO 例で あ り，明細 胞腺癌 と類内膜

腺 痴は他 の 2 つ の 繿織型 よ りも有 意 に 高い 合併頻

度を小 した．明細胞腺癌 に お い て r宮 内膜 症 か ら

癌へ の 移行を 21例 （67．7％ ）に ri忍め た ，また 明細

胞腺癌 に 合併 した r宮 内膜症 に お い て 軽度 の 細 胞

ヲ婆乏1潤を21＆iJ　（67．7％）　，　，置∫曽イ匕を16｛歹rJ　（5L．6％）　，

亨L区貝斗丿こ土曽ダ1白：を 4イ歹1∫　（E2．99fo）　eこ 露忍とピ）オこ ．　類「丿刃1捗芝理泉

癌 で は 1経度 の 細 胞異 型 を 3例 （75 ％ ），重届 化 を 3

例．乳 頭状増殖を i例 （25％ ） に 認 め た ，

…結 論 朋 細 胞腺lllドiと類 内膜腺癒 の 多 くに 卵巣子 宮

内膜症 が 合併 して い た．更 に 内膜 症 と癌の 部彡ナの

「IVに は 細 胞 果型、重層化，乳 頭状 増殖等の r】f」疵病

変 と思 わ れ る所 弛 が 介 在す る 症 例 が 多 く認 め ら れ，

明細胞腺 癌 と類 内膜腺癌の 発 生 と ∫宮 1ソヨ膜 症 との

関連 が小 唆された，

　［目的］最近、ア ン ドロ ゲン レセプタ
ー

（AR ）

陽性卵巣癌の頻度が高い事が報告 された u 閉経後

卵巣か ら分泌される主 なス テ ロ イ ドはアン ドロ ゲ

ンで 、卵巣癌が閉経後に好発する こ とか ら、卵巣

癌の発生 ・増殖に アン ドロ ゲンがそ の レセ プタ
ー

を介し て重要 な働きをして い る こ とが r・測される。

卵巣癌におけるAR 遺伝子 の存在様式とそ の増殖

能 との相関を検討した 。

　［方法］卵巣癌 （漿液性腺癌）20 例の Tlド標本を

対象とした。（1）問期細胞遺伝学 ：塗沫標本に

dual　color 　fluorescence　in　situ 　hybridization

（FISH）を適用 し、各症例100個の 細胞を観察し た c：

AR 数とX染色体数の 比 （AR ／X ）が 1．以上 の細胞

が、 10 ％ 以上観察さ れた時 をAR 遺伝子増幅例

とした。（2）免疫組織化学 ：酵素抗体法 で AR タン

パ ク の 発現を検索 した。 細胞増殖能 の 検討には

MIB−1 （磁 一67）標識率を もち い た。

「成績114例で AR 遺伝子の増幅が観察され、増

幅はX 染色体構造 に一
致 して観察された／t そ の う

ちの 12例でX染色体の 増加は観察されず、2例で X

染色体の 増加を伴 っ た 。 平均AR ／Xは症例によ っ

て大き く異な り、また増幅を示す細胞の AR ／X も

多様で あっ た （1，1〜5，6）e 増幅の 無い 6 例で もX

染色体数の増加が観察されたが 、AR／X は 1で 、

AR 遺伝子の 増幅は無か っ た。免疫組織化学約で

はAR は核に局在し、　AR タンパ ク陽性率とAR 遺伝

子増幅の有無 はよ く相関した。 MB −1標識率 と

AR ／X の間に正 の相関が あっ た b

［結論］卵巣癌ではAR遺伝子が高率に増幅され、

ス テ ロ イ ドレセプターの 増幅が腫瘍の 増殖 を促進

して い る こ とが示唆 された n
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